TOSHIBA 


Leading Innovation »> 

東芝 AM/FM ラジオ 


取扱説明書 


形名 

TY-SPRl 


日本国内専用 

Use only in Japan 



•このたびは東芝 AM / FM ラジオをお買い上げいたださまして、まことにあり 
びとラございました。 

♦この商品を安全に正し<使用していただ<ために、お使いになる前にこの取 
扱説明書をよ<お読みになり十分に理解して<ださい。 

•お読みになった後は、必要なとさすぐに取り出せるよラに大切に保管して< 
ださい。 

保証書付 

保証書はこの取扱説明書についていますので、お買い上げ曰、販売店名などの記 
入をお確かめ<ださい。 

特長 

•高感度、ポケットサイズのラジオです。 

♦オートスキャンとプ U セットで簡単選局でさます。 

♦便利なアラーム機能び付いています。 

♦電子ボ U ュームの採用で、お好みの音量に簡単にでさます。 


安全上のご注意 必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に 
関する重要な内容を記載しています。次の内容(表示-図記号)をよ<理解してか 
ら本文をお読みにな0、記載事項をお守0< ださい。 


1 表示の説明 1 

A 警 

!告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷 （*1) を負 
ラことび想定されること"を示します。 


みち "取り扱いを誤った場合、使用者び軽傷（*2)を負ラことび想 
胃、定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を示します。 


* ] :重傷とは失明やけび、やけど(高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後 

遺症び残るわのおよび治療に入院-長期の通院を要するわのをさします。 

* 2:軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などを 

さします。 

* 3:物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺットなどにかかわるお大損喜を 

さします。 

I 図記号の説明 I 

は、禁止（してはいけないこと）をおします。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章でおします。 


A •は、指示する行為の強制(必ずすること）を示します。 

W 具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 


A 警告 





運乾中はイヤホンで使用しない 

交通事故の原因とな0ます。 


〇 乾電池を取り扱うときは、次のことを守る 

_ -指定於外の電池は使用しない 

4目ホ . 極性表示©と©を間違えて挿入しない 

-充電-加熱-分解•ショートしたり、火の中に入れない 
-乾電池に表示されている「使用推奨期限」を過ぎた0、使い切った乾 
電池は入れておかない 

-種類の違ラ乾電池、新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用しない 
-長時間使用しないとさは、本体から乾電池を取り出す 
•水にめらした0、めれた手で触れない 

発熱-あわれ-破裂などにより、やけど-けびの原因となることびあ 
ります。 

わし、液に触れたときは、水でよく洗い流し医師に相談してください。 
器具についた場合は、液に直接触れないでふさ取ってください。 


A 注意 

X-N 本機をふりまねさない 

〇/けびや事故の原因となります。 
禁止 

イヤホンの音量を上げすぎな 

禁止耳を刺激するよラな大さい音 
量で長時間聞さ続けると、聴 
力障害の原因となります。 

A 内部に水や異物などび入った 
5すぐに電池を取り出す 

指示そのまま使用すると、発煙や 
故障の原因とな0ます。 
お買い上げの販売店に点検を 
ご依頼 < ださい。 

発煙や変なにおいびするとを 
けは、体か！5離し放置する 

指示本機び冷えたのを確認し、電 
池を取り出して < ださい。 
そのまま使用せず、お買い上 
げの販売店に修理をご依頼< 
ださい。 

^分解•修理•改造はしない 

発煙や故障の原因となります。 
が解禁±修理はお買い上げの販売店に 
ご依頼 < ださい。 

A 歩行中に使用ずる場合は、外 
W 部の音び十分聴き取れるまで 
指示音量を下げる 

交通事故の原因とな0ます。 


面責事項 


•乂災、地震や雷などの自然災害、第兰者による行為、その他の事故、お客様 
の故意または過失、誤用、その他の異常な条件下での使用によって生じた損 
害に関して、当社は一切の責任を負いません。 

参本機の使用または使用不能から生じる付随的な障害(事業利益の損害、事業の 
中断)に関して、当社は一切の責任を負いません。 

♦取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損喜に関して、当社は 
一切の責任を負いません。 

•万一、本機使用により生じた損害、逸脱利益または第兰者からのいかなる請 
まについてわ、当社では一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承 
<ださい。 

[ T ま用上のお願い_ I 

■取扱いに関すること 

♦本機に強い衝撃を与えないでください。故障の原因となります。 

♦携帯電話や PHS の近くで使用するとノイズび入ることびあります。そのときは、 
本機を離してご使用ください。 

•本機の液晶表示部に無理な力を加えないでください。破損の原因となります。 
また、液晶表示部の特性上、力を加えると表示び異常となります。 

♦本機を水びかかる所、湿気やホコ U の多い場所、油煙や湯気の当たる所、暖 
房器具のそばや直射曰光の当たる場所に置かないで<ださい。 

•本機を窓の締め切った自動車内に放置しないでください。車内び高温になる 
ことびあり、変形-変色-故障の原因となったりすることびあります。 

参殺虫剤や揮発性のわのをかけたりしないでください。また、ゴムやビニール 
製品などを長時間接触させないで<ださい。変色したり、塗料びはげるなど 
の原因となります。 

•次のよラな場所には置いたり、使用したりしないで<ださい。故障の原因と 
なります。 

•ふろ場など、水びかかった0、湿気の多い場所 

•雨、さ0などび直接入0込むよラな場所 

-火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場所 

-直射曰光の当たる場所 

-炎天下の車内-ホコリ、油煙のをい(調理場など)場所 

-振動の強い場所 

-腐食性ガス(亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど)の発生する場所 

•極端に高温、低温、温度変化の激しい場所 

-後ポケット内 

■お手入れに関すること 

參本体の巧れは市販のク U —ニングク□スで軽<ふさ取って<ださい。テ ィツ 
シュペーパーや硬い巧は使わないでください。 

♦ベンジンやシンナー等有機洗剤、石油類は絶対に使用しないでください。本 
体表面を変質させます。 

♦油巧れ等び付いたとさや巧れびひどいとさは、弱い中性洗剤を薄めてやわら 
かい布にしみこませたわのを固<絞って使用し、その後、温水をしみこませ 
て固<絞った巧で十分にふさ取って<ださい。 

ただしねずかに表面び変質する場合びありえることはあらかじめご承知ください。 


•■讶割 jggffi 


と思ったとを 


■通; A こ 原因 1 

処置方法 ] 

液晶表示部に文字 
び表示されない 

•電池び入っていない 
♦電池び消耗している 

•電池を入れる 
•電池を交換する 

音がでない 

参音量レベルび下びっている 
•電池び消耗している 

•音量レベルを調節する 
参新しい電池と交換する 

雑音びを<聞を 
づ5い 

•電源雑音の影響を受けて 
いる 

•モーター、堂光ななどの 
電気器具、テレビによる 
雑音の影響を受けている 

♦本機を雑音源から離す 
参テレビを消す 
♦本機の向きを調節する 

「電源」を押してち 
電源び切れない 

♦ホールド機能び働いて 
いる 

♦ r ホールド」スイッチを矢 
印と反対方向にする 

液晶表示部の背景 
ので字び消える 

•ななめから表示部を見て 
いる 

•正面から液晶表示部を 
見る 


お知 5 せ 

-長時間使用していると、本体の一部び多少熱<なることびあ0ますび故障 
ではありません。 


仕様 


受信周波数 (*) 

AM :已22〜1，710 kHz 

FM : 76〜 90 MHz 

電源の 

DC 3 V (単4形乾電池2本） 

電池持続時間(つ 

東芝アルカ IJ 乾電池(単4形 X 2本)使用時 
イヤホン使用時 

AM 受信：約8已時間、 FM 受信：約70時間 
内蔵スピーカー使用時 

AM 受信：約已〇時間、 FM 受信：約3已時間 

スピーカー (つ 

0 2.8 cm (8 n ) X 1 

入出力端子 

イヤホン出力： 3.已0ステレオ S ニジャック 

実用最大出力(つ 

80 mW 

最大外形寸法(つ 

已6(幅 ）X 90情さ） X 16娛行 ) mm 
(ボタン-ツマミなどの突起物を含まず） 

質量 (*) 

約已已 g (乾電池含まず） 

付属品 

ステレオイヤホン、保証書付取扱説明書、単4形乾電池2本 


仕様および外観は改良のため予告なく変更する場合びあります。 

(*) 印は(社)電子情報技術産業協会の定めるレ曰 TA 規格」による測定値。 

■付属の電池について 

付属の電池はお試し用です。寿命び仕様の表示よ0短いことびあ0ます。 


この製品は、曰本国内用に設計されているため海外では使用でさません。また、 
アフターサービスちでさません。 

This product is designed for use only in Japan and cannot be used 
in any other country . No servicing is available outside of Japan . _ 


保証とア フターヴー ビス 必ずぉ読みくださし、 


L 修理*お取り扱い*お手入れについてご不明な点は 


お買い上げの販売店へご相談くださし、。 

販売店にご相談がでまない場合は、下記の窓□へ 


1ま泛エルイートレーデイングヴポートセンター 1 

函0120 -28-0488 

受付日寺間： 3650 9:00-20:00 
携帯電話 ’PHS など 

S 0570-01-0488 饱話料：有料） 

FAX 

03-3258-0470 (通信料：有料） 

-お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご巧 
談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いた 
します。 

. 利用目的の範囲内で、当該製品に関連するまたグルー 
プ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合 
びあ 0 ます。 


[保証書卜体) 


•保証書は、この取扱説明書に記載されています。 

•保証期間はお買い上げの曰から]年間です。 

I 補修用性能部品の保有期間 I 

• AM / FM ラジオの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後6年です。 
♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 

I 修理を依頼されるときは I 持込修理品 I 

■保証期間中は 

お買い上げの販売店にご連絡<ださい。保証書の規定に従って、販売店び修理さ 
せていたださます。なお、修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。 

■保証期間び過ぎているとをは 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談<ださい。修理 
すれば使用でさる場合は、ご希望によって有料で修理させていたださます。 

■修理料金のしくみ 

修理料金は技術料-部品代などで構成されています。 

技術料：故障した商品を正常に修復するための料金。 

部品代：修理に使用した部品代。 


-保証書「無料修理規定」- 

本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載内容にそった正し 
いご使用のをとで、保証期間中に故障した場合に、本書記載内容に 
そって無料修理をさせていただくことをお約束するをのです。 
保証期間中に故障び発生したとさは、本書と商品をご持参のラえ、 
お買い上げの販売店に修理をご依頼<ださい。 

修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用することび 
あります。 

★印欄に記入びないとさは無効です。本書をお受け取りの際は必ず 
記入をご確認ください。 

また本書は再発行しませんので紛失しないよラに大切に保管して< 
ださい。 

1. 保証期間内でを次の場合には有料修理になります。 

(イ）誤ったご使用や不当な修理-改造で生じた故障、損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、損傷。 

(八)火災、天災地変(地震、風水害、落雷など)、塩喜、ガス害、異 
常電圧で生じた故障、損傷。 

(二)本書のご提示びない場合。 

(ホ)本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場 
合、あるいは字句び書さ換えられた場合。 

(へ)一般家庭用外(たとえば業務用など）に使用された場合の故障、 
損傷。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要する実費を申し受けます。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合 
は当社で引さ取らせていたださます。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

己.ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談 < ださい。 

6.ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に 
修理びご依頼でさない場合には、東芝エルイートレーディングヴ 
ポートセンターへご相談ください。 


修理メモ修理年月曰 

修理内容 

担当 

年月 曰 



年月 曰 




AM / FM ラジオ 


持込修理品 1 

形名 TY - SPR 1 

★ 

お 

客 

様 

お 

名 

前 

ふりびな 

様 

ご 

住 

所 


m 

市か；:::: 市内；：： ま号；:: 呼 

11111 III III 

保 

証 

期 

間 

本 

体 

1★お買い上げ曰 

1牛 1 ; 1年1 ; 1月1 ; 1日から 

★ 

ご 

販 

売 

店 

住所 • 店名 

電話 


ままエルイ-トレ-デに;ヴ巧巧貪社 

干 101-0021 東京都千代田区が巧田 1-1 -S (ま芝万世 橋 ビル） 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修 
理をお約束するをのです。したびってこの保証書によって保証書 
を発行しているを(保証責任を)、およびそれ外の事業をに対す 
るお客様の法律上の権利を制限するをのではありません。 
※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し 
くは取扱説明書をご覧ください。 


-保証書にご記入し尤だいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、 
保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のため 
に利用させていただく場合びございますので、ご了承ください。 

-修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要 
なお客様の個人情報を預託する場合びございますび、個人情報 
保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、 
ご了承ください。 


ままェルイ-トレ-デ: fl； ヴ巧巧貪せ 


干101-0021東京都千代田区外巧田 1-1-8 (まミ万世橋ビル） 






















































































































1 電池ふたをはずす 

①のち向へふたを巧しなびら、③の方向へずらしてはずします。 



2 電池を入れる 


• 単4形アルカ U 乾電池を2本使用します。 
•電池の©、©を確かめて正し<入れて<ださい。 



3電池ふたを閉める 

ふたは必ず閉めて<ださい。 



お知!5せ 

-低温時は乾電池の性能び低下し、常温時よりわ電池寿命び短くなります, 


■電池の交換時期は…… 

電池の交換時期になると、液晶表示部に" a " マークび表示されます。新しい 
乾電池に2本とわ交換して<ださい。 

そのまま使い続けると、音びルさくなったり、ひずんだりします。 

お願い 

•電池を交換するときは、2已秒似内に入れ替えてください。電池を取りは 
ずしてから2已秒じ(上経過すると、現在時刻やプ U セットした局び消えて 
しまいます。そのときは、わラー度設定し直してください。 


J - を巧して電源を切る 

時計び表示されます。 _ 

^ W II W を3秒じ Lb 長巧しする 

巧定 

時計の「時」び点滅します。 _ 

も叫 阿を巧して「時」を合わせる 

"12:00" は真夜中、 "PM ] 2:00" は正午です。 

ゴ ■ か ]I I W を巧す 

ミ央定 

「時」び設定され、「分」び点滅します。 _ 

阿 を巧して r 分」を合わせる 
^ I ] が！を巧す 

巧定 

「分」び設定されます。 

お知!5せ 

-秒を合わせることはでさません。 


めざましを鳴！5す 


めざまし時刻を設定ずる 
^ を巧して電源を切る 

時計び表示されます。 _ 

0を3秒似上長巧しする 

^液晶表示部に"♦"マークび表示され、「時」び点滅します。_ 

も xkTI 「 w ) を巧して「時」を設定する 

"12:00" は真夜中 、 "PM ] 2:00" は正午です。 

4^1 I m を巧す 

巧定 

「時」び設定され、「分」び点滅します。 _ 

^(叫 ' を巧して r 分」を設定する 

^ KM I I OW を巧す 

決定 

_ r 分」び設定され、 " A " マークと現在時刻の表示になります。 


よりよい受信をずるために 
FM 放送 AM 放送 



お願い 

. 乗0物やビルの中では電波び弱<な0ます。窓際で聴いて<ださい。 


FM ステレオ放送の受信について 

♦ステレオ放送を受信すると、液晶表示部に" ST " び表示されます。受信状態 
び悪化すると自動的にノイズの少ないモノラルに切り替わり、 " ST " 表示は 
消えます。 

• AM ステレオ放送には対応していません。 


めざまし時刻になると 

ブヴーび鳴り、"參"マークび点滅します。 

ブヴーは] 0分間鳴り続きます。ラジオを聴いているときは、この間ラジオは中 
断されます。 

めざましを止めるには 

めざましび鳴っているとさにを巧すと、めざましは止まります。 

お知!5せ 

-電源切のとさにを巧すとめざまし時刻び約已秒間表示されます。 


めざましを解除ずる 

めざましが設定されているとさに、 u " を3秒じ(上長巧し する 

液晶表示部のめざましマークび消え、めざましび解除されます。_ 

ボタンに□ックびかかっている場合、□ックをはずして操作してください。 


通常受信 

^イヤホンで聴くとき、イヤホン端テにイヤホンプラグを 
接続し、イヤホンを耳に付ける 

スピーカーで FM を聴くときも、イヤホンのコードが FM アンテナとして働 
くので、必ずイヤホンプラグを接続してください。 

電源を巧す 

電源び入ります _ 

3 づ >，)® n を r イヤホン」にする 

スピーカー イ ヤ巧ン 

イヤホンから音び聞こえます。 

スピーカーで聴くとさは、「スピーカー」にします。スピーカーから音び出ます。 

A 局でバンドを選ぶ 

^ --+ 

ク0^ じりを巧して、希望の放送局を受信する 

-度巧すごとに、 FM は0.0已 MHz 、 AM は 9 kHz ずつ変化します。長巧し 
(約3秒)すると自動選局となり、受信状態のよい放送局を自動的にサーチし、 

自動的に記憶します。自動選局中にを巧すと止まります。 

電波び弱く自動的にサーチしない場合、を短巧ししなびら希 
望の放送局に合わせてください。 

あらかじめ受信周波数を記憶(プリセット）しておくと、(が1_の)で選局 
でさます。 

6^巧* 

-巧して、音量を調節する 

—ル 

0 X :音び大さ<なる 
* :音びルさくなる 

電源を切るときはを巧す 

電源び切れます。 

放送局(受信周波数)を記憶させる（プリセットずる） 

• FM ]0 局、 AM ]0局までをそれぞれプリセットでさます。 

•各設定操作は已秒!;(内に行ってください。なにわ操作をせずに已秒び経過す 
ると設定び U セットされます。その場合は、わラー度最初から設定操作を 
行って< ださい。 

電源を巧す 

電源び入ります _ 

2 :目でバンドを選ぶ 

ブ-選琴 + 

じりを巧して、希望の放送局を受信する 
イ km | ^を3秒じ Lb 長巧しする 

決定 

プリセット番 号 r 1」び点滅します。 

を巧して、プリセット番号を選ぶ 

^ KM I I 001 を巧す 

巧を 

プ U セットま号び点灯に変わり、選局した放送局び記憶(プ U セット)されます。 
2ま目じ(降を記憶(プ U セット)するには3〜6を繰り返します。 _ 

プリセット選局受信 

♦(《I の）を巧すと' あらかじめ記憶(プリセット）した放送局を受信するこ 
とびでさます。 

♦ラジオを受信中に〇 I の)を巧すと、最後にプ U セット選局受信した局の 
下または上の局を受信します。 



長年ご使用の機器の点検をぜひ！ ） 

愛情点検 

このぶラな 
症状はあ0 
ませんか。 

参煙び出る 
参変なにおいびする 
参その他の異常や故障びある 

故障や事故防止のため、 
ご使用使用を中止し、必ずお買 
中止い上げの販売店に点検- 
修巧をご相談ください。 





















